[image: image1.png]


[image: image2.png]


[image: image3.png]




〜グダーズ・エグテダーリ氏を迎えて〜

イランでの同性愛者への迫害を逃れて日本で難民申請中の「シェイダさん」の在留権を求める裁判で証言するために、エグテダーリさんがアメリカから来日します。
日本での難民問題で海外から証人を採用することは、ほとんど前例がありません。

この機会にぜひ傍聴・報告会および講演会にお越しください。

また、カンパやボランティアのご協力もお願いします。

■スケジュール
２月15日（土）
エグテダーリ氏　来日

２月16日（日）
証言打ち合わせ

２月17日（月）


２月18日（火）
14:00〜17:00
（集合13:30）
裁判での証人尋問（東京地方裁判所　第606号法廷）


17:00〜19:30
報告集会　「迫害されるイラン人同性愛者は日本に難民として受け入れられるか」

会場：弁護士会館５Ｆ508ABC会議室
主催：チームＳ・シェイダさん救援グループ

後援：（社）アムネスティ・インターナショナル日本、反差別国際運動（IMADR）

２月19日（水）
18:30〜21:00
講演会：イラン人が語る現代の中東と人権：在米人権問題専門家エグテダーリ氏を迎えて　

会場：文京区民センター３Ａ会議室

主催：チームＳ・シェイダさん救援グループ

後援：（社）アムネスティ・インターナショナル日本、反差別国際運動（IMADR）

２月20日（木）
エグテダーリ氏　帰国

■シェイダさん在留権裁判とは


チームS・シェイダさん救援グループ」は、シェイダさんの友人を中心とした集まりです。エグテダーリ氏来日という大きなプロジェクトを実現するにあたり、資金不足、人材不足に直面しています。
＜カンパのお願い＞

エグテダーリ氏の渡航費、滞在費をはじめ、裁判費用、講演会開催費など、今後の多額の出費に備え、カンパをお願いします。一口２０００円にて申し受けします。

なお、これまでどおり、シェイダさん救援資金カンパも随時受けつけております。

振込先はいずれも下記のとおり

○郵便振替口座名義 「シェイダ基金」

○郵便振替口座番号00100-2-554626

＜ボランティアの募集＞

○エグテダーリ氏の案内役： エグテダーリ氏が日本に滞在する２月１５日から２０日までの間、道案内や観光などをお世話していただける方。英語、ペルシャ語など、コミュニケーションする意志のある方を求めます。

○事務局スタッフ： 裁判・講演会の運営などを始めとして、事務局には様々な仕事があります。どんな形でもお手伝いいただける方、ご応募ください。

応募先は表面の連絡・問い合わせ先にどうぞ。

■エグテダーリ氏の話を聞こう！

エグテダーリ氏の証言を聞こう！
〜イランにおける同性愛者への迫害の実態〜

２月18日午後２時〜５時（集合：１時30分）　東京地方裁判所第606号法廷

シェイダさん在留権裁判の最後の山場が、この「エグテダーリ氏の証言」です。エグテダーリ氏は、イランでの同性愛者への迫害や処刑などの実態を、革命後のイランで生活した生の経験を踏まえながら、豊富なデータをもとに証言します。歴史的な証言に耳を傾けてみませんか？

報告集会
「迫害されるイラン人同性愛者は日本に難民として受け入れられるか」

会場：弁護士会館５Ｆ508会議室
資料代：500円

（東京都千代田区霞ヶ関1-1-3　営団地下鉄霞ヶ関駅Ｂ１ｂ出口下車すぐ。東京地裁の裏手のビルです。）

主催：チームＳ・シェイダさん救援グループ
後援：（社）アムネスティ・インターナショナル日本、反差別国際運動（IMADR）
同性愛を理由とする難民裁判としては日本で初めての「シェイダさん在留権裁判」。エグテダーリ氏を迎えて、イランにおける同性愛者の迫害状況と、諸外国での難民認定の実態、日本の難民制度の問題点などを探っていきます。エグテダーリ氏からのスピーチがあるほか、シェイダさんおよび主任弁護人の大橋毅弁護士（池袋市民法律事務所）からの発言も聞けます。

講演会
イラン人が語る現代の中東と人権
〜在米人権問題専門家エグテダーリ氏を迎えて〜
会場：文京区民センター３Ａ 会議室資料代：500円
（東京都文京区本郷4-15-14　都営地下鉄春日駅Ａ２出口下車すぐ・営団地下鉄後楽園駅下車徒歩５分）

主催：チームＳ・シェイダさん救援グループ

後援：（社）アムネスティ・インターナショナル日本、反差別国際運動（IMADR）
· 基調講演：武者小路公秀氏（IMADR副理事長、中部大学、元国連大学副学長）〜交渉中〜

· コーディネイター：田崎英明氏

エグテダーリ氏は、イランの女性や民族的・宗教的マイノリティに対する迫害およびイランの改革派運動などについても豊富な知見を持ち、また、米国の中東政策に対して、市民社会の側から異議を申し立てる運動も展開しています。「対イラク戦争」の危機の中、西アジア地域の民主主義とイスラーム、戦争と平和の関係について考える講演会です。

1956年、イラン南部シーラーズに生まれる。


イラン科学技術大学在学時の1979年、イラン革命が勃発。


1990年に渡米、現在はオレゴン州ポートランドに在住。


エンジニアの仕事のかたわら、イランにおける死刑の廃止と


人権状況の改善のための調査・研究に取り組んでおり、


とりわけ、イラン民主化運動に携わる人々も触れたがらなかった


同性愛者に対する死刑および、女性の婚外性交渉に対する


死刑の問題に積極的に関わる。


1997年に発表した論文では


同性愛者や婚外性交渉を行った女性に対する処刑の実態を暴き


国連人権規約に違反するものであると明言。


このほか、オレゴン州の地元FM局に


ラジオ番組「中東の声」を持ち


中東の人々の立場から欧米の政策に対する問題提起を行っている。


シェイダさん在留権裁判に関しては


イランでの同性愛者迫害に関して詳細な意見書を執筆した。





ゲイであるシェイダさんは、イランでの同性愛者への迫害を逃れて日本へやってきました。欧米に亡命したイラン人同性愛者の人権団体に参加していた彼は、1999年、あるイベントで「私はイラン人のゲイです。イランでは同性愛者が処刑されています」とカムアウト。日本のゲイ・コミュニティとも交流を深めました。


しかし、2000年４月、入管法違反で逮捕。７月に難民申請を不認定とされ、強制送還の命令をうけたシェイダさんは、再び難民申請をするとともに、在留件を求めて法務大臣を提訴。法務省と法廷で争っています。


裁判の争点のひとつは、「イランでは本当に同性愛者が迫害されているのか、どんな危険があるのか」ということです。これを立証するため、エグテダーリ氏が証言台に立ちます。イランでは同性愛者が実際に処刑されているため、カムアウトしたゲイであるシェイダさんを強制送還することは、そのまま生命の危機につながります。この問題を長年研究しているエグテダーリ氏に、説得力のある証言が期待できます。


また、この裁判には、在日外国人の人権、セクシャルマイノリティの人権、外国人収容所の問題、難民問題など、この国の人権に関わる多くの要素が含まれています。この裁判の行方がこれら諸問題に一石を投じる結果になるかも知れません。





連絡・問い合わせ先


チームS・シェイダさん


救援グループ





住所：164-0011東京都中野区　


　中央4-55-8-206稲場方


電話/FAX：03-3380-2490 


ホームページ： 


http://www.sukotan.com/shayda/shayda_top.html


電子メール： 


shayda@da3.so-net.ne.jp（チームS）、pinktri@kt.rim.or.jp （稲場）





グダーズ・エグテダーリ氏　Goudarz Eghtedari





■エグテダーリ氏来日を支えよう！











